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本公演のアンケートへ、
ご協力をお願いいたします
アンケートフォームはこちら

11.13 Tue - 11.14 Wed

2018

あうるすぽっと
Owlspot Theater

ドキュントメント

監督：山本卓卓
Changes

DOCU(NT)MENT

Directed by 

Suguru Yamamoto

Changes

チェンジズ



私はこれまで才能という言葉に惑わされほだされ破滅
していった数多くの演劇人（ダサいネーミングだとはわか
りつつ便宜的に）を見てきました。褒められれば嬉しい
し、貶されれば落ち込んだり不満に思う。それはとても正
直な生理反応だと思うし、次へのモチベーションにもな
るのでしょう。たしかに、我々演劇人は、才能がなけれ
ば、やってゆけません。でも、才能のために何かを犠牲
にしなければならない、といった「才能ある人かくあるべ
き」といった幻想にとらわれて破滅してゆく才能豊かな演
劇人を私はたくさん目の当たりにしてきました。彼らはな
ぜ、才能があるのに辞めなければならないのでしょう？
田中美希恵には才能があります。でも残念ながら私は
彼女と演劇作品をつくることができなくなってしまいまし
た。会社に置き換えて考えていただくと良いかもしれま

通常、映画は作品が完成された状態から、上映に向
けて準備が始まる。予告編やCMが作成され、おススメ
コメントなどが溢れる。演劇に比べて観客が事前に手
にする情報量が多い。正直、羨ましいと思っていた。
開演直前まで台詞の変更もあるし、大きく演出プラン
が変わり事前にアナウンスしていた上演時間と大幅な
ズレが生じることもある。その緊張感は演劇ならではだ
が、たまには違うことにも挑戦してみたかった。しかし
ながら、私たちはどうしたって演劇を創るように創作を
続けた。
本作は、この上映（上演・公演）が独立してあるの

ではなく、ゆるやかに2ヶ年をかけて観客の元へ届ける
仕掛けになっている。便宜上、今年の夏から秋にかけ
て撮影・編集された本作を「シーズン1」と呼ぶ。

撮れた、と思うときがある。撮った、ではなくて、撮
れた。撮った、ならばその主語は私になるのだろうが、
撮れた、と思う時のその主語は誰なのか。撮影という
のは監督や撮影者、被写体の各々の意思が入り乱れた
結果だろうが、だからといって、撮れた、と思うそのと
きの主語が、みんな、というわけでもなさそうだ。
北海道の方言に「さる」という助動詞がある。ボタ

ンが押ささった、みたいに使う。意味は「（勝手に）ボ
タンが押されてしまった」という感じ。ところが、北海
道の人はその翻訳では不十分だと思っている。ボタン
を押しているのが私であっても私の意思はそこにない、
体は確かにボタンを押しているけど私が押しているわけ
じゃない！　そういうニュアンスこそが「さる」の本質
だと思う。

ドキュントメント
2012年に範宙遊泳主宰の山本卓卓がスタートさせたソロプロジェクト。
一人の人間に焦点を当て、その生い立ちから掘り下げて作品化する。

過去公演
まちなかパフォーマンスシリーズ『となり街の知らない踊り子』（F/T16）

「才能という言葉をやめませんか」
監督：山本卓卓

劇作家・演出家
山本卓卓
映画・文学・音楽・美術など、さまざま
な芸術ジャンルの教養を生かしつ
つ、現代社会の情報流通や倫理観の
変化をビビッドに反映した劇世界を
構築する。『幼女X』でBangkok Theatre 
Festival 2014 最優秀脚本賞と最優秀作
品賞を受賞、『うまれてないからまだ
しねない』（2014年）、『その夜と友達』
（2017年）で岸田國士戯曲賞最終候補
作となる。

ドキュメンタリーかフィクションかという問いは、どう
やら映画というメディア自体が生まれたときから存在し
たようだ。だからもちろん、このドキュントメントもその
問いを内包している。でも、なにはともあれ事がおきな
いと撮影はできず、だから撮影したものが起きたことで
あることは間違いないのだから、ここではちょっと問い
をズラして考えてみたい。つまり、誰が撮ったのか。こ
れに対しての私の答えは、撮ったか、撮れたか、では
なく、撮らさった。これはそういう映画だ。

 須藤崇規（映像統括・録音）

最初は11月の頭、「映画の試写会」形式で関係者向
けに発表された。そしていま、「上演」形式で皆さんに
ご覧いただいている。今後改めて「映画館での上映」
を経てwebでの「動画配信」を予定している。そして、
その間も来年の公開にむけ「シーズン2」の撮影は進行
していく。
フェスティバル期間外にも観客が作品を鑑賞する事
が出来るというのは、大きな挑戦だと思う。そして、公
開される度に小さな「Changes」が起きるはずだ。それは
作品そのものにかもしれないし、私たちを取り巻く環境
にかもしれない。そして、あなた自身にも。

 加藤弓奈（制作、急な坂スタジオ ディレクター）

『Changes（チェンジズ）』
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せん。もちろん社員が会社を去る理由はさまざまでしょ
うが、いくらポジティブな退社だと本人が言い張っても、
幾パーセントかはかならずネガティブな水脈が流れてい
ます。
私は、これが反論され鼻で笑われるだろうことを頭の

片隅に置きながらも、ここで宣言させていただきたく思い
ます。私は、演劇とは人間的行為以外のなにものでもな
い、のだと考えています。演劇とは、才能を披露する場
でもなく特別な現象を見せる場でもなく、ただただ、人
間的行為を見せる場、観ていただく場なのだと。この方
法論に則して今作の映画は撮られました。そして、撮り
続けていきます。我々がまた、演劇をつくれる日が来るま
で、そしてそれを観ていただける日が来るまで。私と彼女
が人間である限り。

Photo: amemiyayukitaka


